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SHelectiveを用いた対面的画面共有の活用シナリオ

伏木 秀樹 苗村 健∗

概要. 個人の PCを外部ディスプレイに接続し，多人数で対面的に画面共有しようとした場合に，自身の
画面をそのまま「複製」して表示するか，描画領域を「拡張」して自身の画面とは別の内容を表示するのが
一般的である．このように外部ディスプレイを他者と共有する場合，「複製」では意図せず個人的な情報が
表示されてしまい，「拡張」では外部ディスプレイ上での操作が煩雑になるという問題がある．そこで筆者
らは複製・拡張に代わる第 3 の手法として，アプリケーションウィンドウ単位での「選択的複製」による
情報共有手法「SHelective」を考案・実装した．本稿では，SHelectiveを使用することで実現可能になるプ
ライバシーの制御や，今後活用されるであろうシナリオについてまとめる．

1 はじめに

PCは個人での使用から，多人数での使用へと移
り変わってきており，個人で見ている PCのディス
プレイを他者と共有する機会が増えてきている．一
方，個人のPCを外部ディスプレイに接続し，その
画面を周囲の人と共有して議論や協調作業を行うと
いった場面がある (図 1)．図 1において手前は個人
用 PCであり，奥の外部ディスプレイに接続されて
いる．筆者らの開発した SHelective[1] はこのよう
な環境において，共有すべき情報のみをアプリケー
ションウインドウ単位で選択的に複製して外部ディ
スプレイに表示するというものである．SHelective
を用いる事により，プライバシーの制御が可能にな
り，さまざまなシナリオでの活用が期待される．な
お，SHelectiveは以下のURLからダウンロードが
可能である．

http://nae-lab.org/project/SHelective

図 1. 大画面による共有
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2 外部ディスプレイへの接続手法

自分用のディスプレイを「メインディスプレイ」，
共有用のディスプレイを「外部ディスプレイ」と呼
び，それぞれに表示する情報として，私的な情報
（Private）と共有情報（Public）があるものとする．
Privateな情報は，メインディスプレイには表示さ
せておきたいが外部ディスプレイには表示させたく
ない．Publicな情報は，外部ディスプレイだけでな
くメインディスプレイにも表示させておきたい．以
上を表 1にまとめる．

表 1. 目標とする情報の表示状態
メイン

ディスプレイ
外部

ディスプレイ
Private
な情報

◎
見ておきたい

×
見られたくない

Public
な情報

○
手元で見たい

◎
共有したい

外部ディスプレイへの既存の接続手法「複製」・「拡
張」について考える．まず「複製」においてはメイン
と外部のディスプレイに同一の内容を表示するため，
Publicな情報だけでなくPrivateな情報も共有して
しまう危険性がある．「拡張」においてはPublicな情
報のみを外部ディスプレイ上に配置するため，手元
のメインディスプレイでは，Publicな情報を操作す
ることができない．これらに対し，SHelectiveはメ
インディスプレイ内のPublicな情報とPrivateな情
報から，Publicな情報のみをアプリケーションウイ
ンドウ単位で選択的に複製して外部ディスプレイに
表示するため，表１の条件を全て満たしている．図 1
は SHelectiveを動作させている画像であり，手前の
メインディスプレイでは，BrowserとMailerが表示
されているが，奥の外部ディスプレイではBrowser
のみが表示されている．
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3 SHelectiveによるプライバシー制御

SHelectiveは，指定したウインドウのみを複製し
ており，同一のアプリケーションから派生したポッ
プアップウインドウなどは複製しない．それにより
得られる利点の具体例を以下にまとめる．
まず，Browserを共有している場合を考える．検

索ボックスにキーワードを入力すると，個人の検索
履歴からのレコメンドが表示されることがある．こ
のような個人的な履歴は共有したいものではなく，
SHelectiveではこれを防ぐことが可能である (図 2)．
また，Browser上に，個人のお気に入りのページを
まとめてフォルダに登録しておき，必要なときに展
開して利用することがある．この場合も，共有した
くない個人的なお気に入りが外部ディスプレイで表
示されることを SHelectiveでは防ぐことができる
(図 3)．ウインドウ単位の複製の有効性は Browser
に限ったことではない．アプリケーションからファ
イルを開く場合，フォルダの階層構造をたどって目
的のファイルにたどり着くことができるが，その過
程で表示されるフォルダの内容までは共有したくな
い．SHelectiveはそのようなフォルダ遷移の表示も
防ぐことができる (図 4)．

(a) メインディスプレイ (b) 外部ディスプレイ

図 2. Browserレコメンドの非表示

(a) メインディスプレイ (b) 外部ディスプレイ

図 3. Browserお気に入りの非表示

(a) メインディスプレイ (b) 外部ディスプレイ

図 4. ファイル探索ウインドウの 非表示

4 SHelectiveの活用シナリオ

SHelectiveはその汎用性から，様々な環境下で活
用されることが期待される．

(a) 共有者視点 (b) 共有相手視点

図 5. SHelective 使用環境 (対面環境)

例えば，図 5のように対面環境で小画面を共有す
る場面が考えられる．医師が患者の診察時に行う画
面共有や，銀行員と顧客間で行う画面共有などに有
用である．小画面での画面共有は単に見せ合うだけ
でなく協調作業を行う際にも活用できる．共同して
Web検索を行う場合 [2] や一つのファイルを編集す
る場合にも用いることができる．また，図 1のよう
な大画面共有でも SHelectiveは有用である．例え
ば，大人数の観客の前で，アプリケーションを実際
に動作させるデモンストレーションを行うことがあ
る．その時，メインと外部の両方のディスプレイに
動作中のアプリケーションを表示させつつ，メイン
にのみ操作に必要なコンソールを表示させることが
できれば便利である．また，Twitterのコメントを
大画面で共有する機会が増えている．しかし，不適
切なツイートが流れる場合には，何らかの方法で選
別する必要がある．SHelectiveを用いれば手元のメ
インディスプレイでツイートを確認し，その中から
共有したいもののみを選別して外部ディスプレイに
共有することが簡単にできる．

5 まとめ

本稿では, 外部ディスプレイを接続したディスプ
レイ共有時における「選択的複製」による情報共有
手法 SHelectiveで実現可能なプライバシー制御と，
活用シナリオについてまとめた．
本研究の一部は JST CREST 「共生社会に向け

た人間調和型情報技術の構築」領域「局所性・指向
性制御に基づく多人数調和型情報提示技術の構築と
実践」による助成を受けた．
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